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●関連施設

◇尼崎中央リハビリテーション病院

◇介護医療院 トワイエ尼崎

◇介護老人保健施設 ローランド

◇介護老人保健施設 なにわローランド

◇短期入所施設 ショートステイローランド

◇認知症対応型通所介護センター えがお

◇中央会訪問看護ステーション

◇中央会リハビリデイサービスひびき

◇ホームヘルパーステーション ローランド

◇ケアプランセンター ローランド

◇ケアプランセンター なにわローランド

◇尼崎市「小田北」地域包括支援センター

◇介護付有料老人ホーム トワイエ久々知

特
集血

液
内
科
に
つ
い
て血

液
内
科

高
塚

広
行

・
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
に
つ
い
て

・
新
入
職
医
師

ご
あ
い
さ
つ

・
活
動
報
告

・
中
央
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

地域医療室からのおしらせ

診察予約の際に

ＦＡＸでご利用いただける

申込票を作成しました！

紹介状とともにFAX送信していただくことで、

お電話をいただかなくてもご予約がお取りで

きるようになりました。

様式はホームページにて

ダウンロード可能です。

ぜひご利用ください！

ダウンロードは

コチラから→→



血
液
内
科
は
白
血
病
、
骨
髄
異
形
成
腫

瘍
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
多
発
性
骨
髄
腫
な

ど
の
悪
性
疾
患
や
、
免
疫
性
血
小
板
減
少

症
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
溶
血
性
貧
血
な

ど
の
難
病
指
定
疾
患
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
成

人
血
液
疾
患
を
対
象
に
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

血
液
は
血
球
と
血
漿
か
ら
構
成
さ
れ
、

血
球
に
は
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
の

3

種
類
が
あ
り
、
赤
血
球
が
減
れ
ば
貧
血
、

増
え
れ
ば
多
血
症
が
起
こ
り
ま
す
。
白
血

球
系
疾
患
に
は
白
血
病
、
リ
ン
パ
腫
な
ど

の
造
血
器
腫
瘍
が
主
要
疾
患
で
す
。
血
小

板
系
で
は
免
疫
性
血
小
板
減
少
症
が
有
名

で
す
。

血
球
が
全
て
減
少
す
る
汎
血
球
減
少
症

を
呈
す
る
の
は
再
生
不
良
性
貧
血
で
す
。

高
齢
者
に
は
骨
髄
異
形
成
腫
瘍
の
頻
度
が

増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
免
疫
異
常
を
呈
す
る

ま
た
、
当
院
７
階
病
棟
で
は
、
既
存
の

無
菌
個
室
４
床
と
４
人
床
無
菌
室
２
室
に

加
え
、
２
０
２
５
年
９
月
よ
り
新
た
に
４

人
床
無
菌
室
が
３
室
増
設
さ
れ
、
同
時
に

２
４
名
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
高
度
な
無

菌
治
療
（
白
血
病
に
対
す
る
化
学
療
法
な

ど
）
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

当
科
で
は
、
診
療
を
行
う
全
て
の
患
者

さ
ん
に
対
し
て
治
療
開
始
時
よ
り
多
職
種

に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
が
実
践
さ
れ
ま
す
。

医
師
・
看
護
師
の
み
な
ら
ず
、
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
管
理
栄
養
士
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
チ
ー
ム
を
組
ん

で
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
で
、
単
に
予
後

や
症
状
の
改
善
の
み
な
ら
ず
、
早
期
の
自

宅
退
院
や
社
会
復
帰
を
目
指
し
た
医
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
入
院
で
の
治
療
か
ら
ス

ム
ー
ズ
に
外
来
治
療
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

外
来
化
学
療
法
室
に
は
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
と
ベ
ッ
ド
が
完
備
さ
れ
、
同
室
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
を
取
り
退
院
前
に
は
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

当
科
は
造
血
幹
細
胞
移
植
、C

A
R

-T

療
法
な
ど
の
高
度
な
医
療
が
必
要
と
診
断

さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
お
い
て
は
、
関
連
施

設
で
あ
る
兵
庫
医
科
大
学
病
院
血
液
内
科

や
そ
の
他
の
医
療
施
設
へ
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
原
則
は
疾
患
の
完
治
を
目
指
し
ま
す
が
、

状
況
に
よ
っ
て
はQ

O
L

（q
u

a
lity

 
o

f
 

lif
e

：
生
活
の
質
）
を
重
視
し
た
医
療
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

多
発
性
骨
髄
腫

も
同
様
に
高
齢

者
に
多
い
疾
患

で
す
。
こ
れ
ら

の
中
に
は
難
治

性
疾
患
も
多
く

含
ま
れ
ま
す
が
、

最
近
で
は
化
学

療
法
に
分
子
標

的
薬
の
進
歩
が

加
わ
り
、
ま
た

「骨髄異形成腫瘍

（骨髄異形成症候群）」

血液細胞のもとになる造血幹細胞が、成熟する

過程の未熟な血液細胞で成長が止まったり、血

液細胞に成長しても細胞が壊れていること（無効

造血）で血球が減少したり、形態や機能に異常が

生じていたり（異形成）します。

国立研究開発法人国立がん研究センター運営ホームページ
「がん情報サービス」より引用
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最
後
に
な
り
ま
す
が
、
２
０
２
５
年
度

よ
り
今
ま
で
の
３
人
体
制
（
伊
福
・
高
塚
・

宇
都
宮
）
に
新
た
に
大
山
泰
世
医
師
が
加

わ
り
４
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

以
上
に
医
療
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月 火 水 木 金

午前 伊福
伊福

高塚

2・4週

伊福 高塚 ―

午後
※予約不可

― ― 宇都宮 大山 ―

〇 外来担当医表 （２０２５年12月時点）

（写真前列左から）

大山 泰世 医師

宇都宮 惟人 医師

高塚 広行 副院長

伊福 秀貴 院長

豊岡 師長

リハビリテーション用
エルゴメーター

無菌室（４床部屋） 無菌食

血液内科 高塚 広行

血液内科について

７階病棟（血液内科）

メディカルチーム

二
重
特
異
性
抗
体
やC

A
R

-T

と
い
っ
た

免
疫
療
法
の
開
発
・
進
歩
、
そ
し
て
造
血

器
幹
細
胞
移
植
の
成
績
向
上
と
、
以
前
は

難
治
性
だ
っ
た
多
く
の
疾
患
で
今
は
治
癒

可
能
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
疾
患
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
、
白
血
病
・
悪
性
リ
ン
パ

腫
・
骨
髄
腫
な
ど
の
血
液
悪
性
腫
瘍
の
患

者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な

診
断
を
行
い
、
新
し
い
抗
が
ん
薬
・
分
子

標
的
薬
・
二
重
特
異
性
抗
体
薬
な
ど
を
取

り
入
れ
な
が
ら
個
々
に
適
し
た
最
善
の
治

療
を
提
供
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

無菌室（個室）

無菌治療は従来の定員12名（４床無菌室×2、個室無菌室×4）から‥‥

７Fスタッフステーション

2025年9月、血液内科病棟を大幅リニューアル！

定員２４名へ！

（４床無菌室×5、

個室無菌室×4）



最
近
、
木
の
実
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
果
物
ア

レ
ル
ギ
ー
は
軽
微
な
症
状
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
熱
に
耐
性
が
あ
り
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
ア

レ
ル
ゲ
ン
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
は
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
管
理
・
治
療
は
、
「
正
し
い
診
断
に

基
づ
い
た
必
要
最
小
限
食
物
除
去
」
で

す
か
ら
、
正
し
い
診
断
を
行
う
こ
と
は

非
常
に
重
要
な
の
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
現
し
た
患
者

が
受
診
し
た
場
合
、
ま
ず
詳
細
な
問
診

を
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、
血
液
検
査
で

特
異
的I

g
E

を
測
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、

皮
膚
テ
ス
ト
（
プ
リ
ッ
ク
テ
ス
ト
）
を

このたび整形外科医とし

て着任いたしました「金

原 圭」と申します。地域

の皆さまの生活の質の

向上に少しでも貢献でき

ればと考えております。

患者さんに寄り添い、安

心して治療を受けていた

だけるように務めてまい

ります。どうぞよろしくお

願いいたします。

2025年９月に入職しま

した。患者様や先生方の

お役に立てるよう、迅速

で正確な画像診断に努め

て参ります。病院・クリ

ニックからのCT/MRI撮

影依頼に対しても迅速に

対応しておりますので、

お気軽にご紹介いただけ

ますと幸甚でございます。

ジ
ャ
パ
ン

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

サ
ン
デ
ー
（Ｊ
Ｍ
Ｓ
）

１
０
月
１
９
日
（
日
）
、
今
回

第
７
回
目
と
な
る
ジ
ャ
パ
ン
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
サ
ン
デ
ー
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
多
忙
な
平
日
を

送
る
女
性
た
ち
に
向
け
て
「
１
０

月
第
３
日
曜
日
に
全
国
ど
こ
で
も

乳
が
ん
・マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

行
い
ま
す
。

現
在
、
第
１
、
３
水
曜
日
の
１
３
時

半
か
ら
第
１
２
診
察
室
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
段
階
で
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
は
っ

き
り
し
な
け
れ
ば
、
食
物
経
口
負
荷
試

験
を
入
院
で
行
い
ま
す
。

プ
リ
ッ
ク
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
に
当

た
り
、
食
材
は
患
者
様
に
用
意
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
（
検
査
薬
の
み

の
テ
ス
ト
の
場
合
は
病
院
に
て
ご
準
備

し
ま
す
）
。
そ
の
た
め
、
皮
膚
テ
ス
ト

の
事
前
に
第
２
、
４
週
木
曜
日
午
前
の

診
察
予
約
を
お
取
り
し
、
そ
の
際
に
検

査
の
同
意
と
食
材
の
準
備
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
検
査
に
支
障
が
で

る
薬
剤
は
中
止
し
、
プ
リ
ッ
ク
テ
ス
ト

の
た
め
の
準
備
を
い
た
し
ま
す
。

食物アレルギーの診断：
皮膚テスト（プリックテスト）始めています

来外

アレルギーリウマチ内科 松井 聖

プ
リ
ッ
ク
テ
ス
ト
実
施
の
様
子

ᶨ

⁮

今
年
も
献
血
を
実
施
し
ま
し
た

１
１
月
１
１
日
、
例
年
尼
崎
中
央
病
院
正

面
玄
関
前
で
実
施
し
て
い
る
献
血
活
動
を
今

年
も
行
い
、
１
１
６
名
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
か
ら
ネ
ッ
ト
で
の
来
場
予
約
も
可
能

と
な
り
、
皆
様
が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整

え
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
も
れ

な
く
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

来
年
も
、
１
人
で
も
多
く
の

ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
５
糖
尿
病
フ
ェ
ア

１
１
月
１
４
日
の
「W

o
r
l
d
 
D
i
ab
e
te
s
 

D
a
y

（
世
界
糖
尿
病
デ
ー
）
」
に
ち
な
み
、

糖
尿
病
の
理
解
や
知
識
向
上
を
目
的
と
し
て

「
糖
尿
病
フ
ェ
ア
」
を
１
１
月
１
２
～
１
４

日
に
開
催
し
、
多
く
の
患
者
さ
ん
や
地
域
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
血
糖
値
、
血
圧
測
定
な
ど
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
始
め
、
看
護
師
や
薬
剤
師
、

理
学
療
法
士
、
検
査
技
師
、
管
理
栄
養
士
に

よ
る
相
談
も
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

度
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
前
と
飲
ん
だ
後
で
の
血
糖

値
測
定
も
実
施
し
ま
し
た
。

三
日
間
で
１
０
６
名
に
参
加
い
た
だ
き

「
血
糖
値
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
「
詳
し

く
教
え
て
い
た
だ
き
参
考
に
な
っ
た
」
「
参

加
し
て
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

が
受
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
」
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｊ
．
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
（
日

本
乳
が
ん
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
運
動
）
が
全
国
の
医

療
機
関
に
呼
び
掛
け
た

も
の
で
、
当
院
で
も
当

日
は
乳
が
ん
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
予

約
枠
が
ほ
ぼ
埋
ま
る
ほ

ど
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

糖
尿
病
は
、

早
期
発
見
と
生

活
習
慣
が
予
防

の
鍵
と
な
る
た

め
、
今
後
も
糖

尿
病
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
で
力
を

合
わ
せ
て
、
予

防
や
糖
尿
病
治

療
の
サ
ポ
ー
ト

に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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花を愛でる喜びを長く留めて

くれる「ドライフラワー」と

「押し花」。単なる保存方法

ではなく、生花とは異なる魅

力と芸術性を持つ、奥深いク

ラフトの世界を楽しんでいた

だきました。

色んなお花を組み合わせて、ラミネート

をして完成です。

個性があって、とてもキレイに仕上がり

ました☆彡

΅‒†΅ῷ Ό
Ῥ⁴ Ό Ὼ!

リ
ハ

の
仕
事
は
、
単
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
示
す
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
神
経
学
的
評
価
や
全
身

状
態
の
評
価
を
行
い
、
患
者
さ
ん
の
現
状
を

科
学
的
に
把
握
し
ま
す
。
そ
し
て
予
後
予
測

を
立
て
、
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言

語
聴
覚
士
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士
・
社
会

福
祉
士
な
ど
多
職
種
と
情
報
を
共
有
。
全
体

像
を
把
握
し
た
上
で
、
訓
練
の
難
易
度
や
内

容
を
患
者
さ
ん
の
変
化
に
合
わ
せ
て
最
適
化

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
リ
ハ

の
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
回
復
速
度

や
生
活
自
立
度
に
直
結
す
る
重
要
な
役
割
で

す
。さ

ら
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
リ
ハ

医
療
の
土
台
で
す
。
転
倒
や
合
併
症
な
ど
の

危
険
を
予
測
・
管
理
し
、
患
者
さ
ん
が
安
全

に
訓
練
が
取
り
組
め
る
環
境
を
整
え
る
の
も

リ
ハ

の
責
任
で
す
。
そ
の
た
め
、
病
棟
で

看
護
師
や
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
密
接
に
連
携
し

な
が
ら
日
々
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

地
域
医
療
と
の
つ
な
が
り
も
重
要
で
す
。

退
院
後
の
自
宅
生
活
や
生
活
期
へ
の
橋
渡
し

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
か
か
り
つ
け
医

や
訪
問
リ
ハ
事
業
者
と
の
連
携
を
構
築
し
、

患
者
さ
ん
が
生
活
の
中
で
自
立
し
た
活
動
を

継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
患
者
さ
ん

が
予
後
予
測
を
上
回
る
回
復
を
見
せ
た
時
、

そ
れ
は
本
人
の
努
力
と
チ
ー
ム
全
体
の
協
力
、

そ
し
て
リ
ハ

に
よ
る
適
切
な
判
断
と
調
整

の
成
果
が
重
な
っ
た
瞬
間
で
す
。

Dr.

Dr.

Dr.

Dr.

ῇ ΤϣзІϼЫКЅЮрЕϘπʻ
ᵕ ṍзМРзГ˔Єдр ԚτΣΪϥзМDr.χ ᶤρ ӽӺ χνσΥϤϬ ϥʻ

兵庫医科大学リハ科入局後、

緑ヶ丘病院で回復期リハを経

験。その後、篠山医療セン

ターで地域包括にも従事。

専門医・指導医を取得し、臨

床と後輩育成に尽力。

2024年11月より尼崎中央リ

ハビリテーション病院に赴任。

リハビリテーション科 医長

土田 直樹

NEWS

２０２４年１１月新築開院。

回復期リハビリテーション病院（93床）と、介護

保険法の下で創設された介護医療院（144床）

が一つの建物に入った複合施設。

〒661-0012 尼崎市南塚口町6-8-22

TEL 06-6480-8088

在宅扱いの施設であるため、医療保険

も使用でき、在宅酸素の方や高額な薬

を飲まれている方でも入居可能。

入所定員／48室 全室18㎡

〒661-0977 尼崎市久々知3-2-1

TEL 06-6498-3366

尼崎中央リハビリテーション病院
リハビリテーションルーム
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